
令和６年度 第３回 小櫃・上総地区公民館運営審議会 会議次第 
 

日 時  令和６年１２月１０日（火） 

日 時 午後２時から午後４時（終了予定） 

場 所  亀山コミュニティセンター 大会議室  

 
 

 

１ 開 会 

 

 

２ 三橋委員長あいさつ 

 

 

３ 石井館長あいさつ  

 

 

４ 報 告 

（１）報告事項その１  各公民館事業の中間報告（９～１１月） 

  

 

（２）報告事項その２  「2 0 歳のつどい」について 

 

      ・令和７年１月実施の「2 0 歳のつどい」進捗状況 

 

      ※令和８年１月実施の「2 0 歳のつどい」について 

 

 

５ 協 議 

   ・令和５・６年度審議テーマ 

「地域活性の拠点としての公民館運営・事業のあり方について」意見書（案）について  

  

 

６ その他 

 

 

７ 閉 会 
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令和６年度小櫃公民館事業中間報告（９～１１月） 

 

１ コミュニティ活性化事業 

 〇小櫃公民館開館５０周年記念文化祭（第５０回小櫃地区文化祭） 

・期日:１０月２６日（土）、１０月２７日（日）開催 

・来場者数：両日で約 110 4 人 

１日目６４４人（期日前投票１４４人含む） ／ ２日目４６０人 

・内容 

※開館５０周年記念式典を１０月２６日（土）１０時から開催（1 時間程度） 

※来賓・招待者３４名 

特別映像の上映、記念誌作文の朗読、小櫃公民館マスコットキャラクター（おび 

つどん、こふんくん）の発表および授賞式 

①展示部門→書、菊花、絵画、生け花、手芸、子どもたちの作品、活動紹介の展示 

のほか、展示から派生のプチ体験や販売（屋外でのピラティスプチ体験、園児に 

よるサツマイモ販売） 

②発表部門→新規２団体参加（チェロアンサンブル、空手演武）、書道パフォーマ 

ンス（こども版とおとな版） 

③販売部門→新規３団体（お好み焼き・焼きうどんの販売、駄菓子の販売、ドリッ 

プコーヒーの販売）が参加 

④催し物部門→富弘美術館を囲む会「菜の花」による朗読会 

⑤特別企画→特別企画展「小櫃公民館開館から５０年のあゆみ」の資料展示と映 

像上映、２日目に「ORA G A （おらが）市」開催（自家製プリン・パウンドケーキ販 

売、クラフトバッグ販売、バザー、移動美容室） 

 

２ 青少年教育事業 

 〇小櫃地区 20 歳のつどい実行委員会 

 ＊別紙資料１ －２ にて詳細を 掲載 

 

３ 課題解決学習推進事業 

（１）ほほえみ学級(高齢者学級) 

・４回目 ９月１２日（木） 「ものづくり体験 自然素材で染めてみよう！」 ２０名 

２回目（7 /19 ）の内容（まちづくりふれあい講座：長板中形―松原伸生の伝統と 

展開）と関連付けて実施。当初は５０周年冠事業として「東日本大震災・原子力 

災害ふくしま語り部派遣事業」を公開講座の体で開催の予定であったが変更。 

・５回目 １０月８日（火） 「地域を知る『おとなの小旅行』」 １７名 

生涯学習バスにて移動。清和地域拠点複合施設“おらがわ”視察、君津市立中央 

図書館にて司書による「おとなの読み聞かせ」体験、「はちみつ工房」見学。 

・６回目 １１月５日（火） 【公開講座】「ヒミツの映画会」 １３名 

学級生以外の方１名参加。南子安小学校の大スクリーンを借用。 
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（２）子育てサロン「おびつな」 

・４回目 ９月１３日（金） 「クラフトテープでつくるハロウィン用品」 １３名 

講師：「わくわく倶楽部」会員（小櫃公民館のサークル） 

・５回目 １０月１６日（水） 「おやこ de 散歩～久留里線に乗って、消防署を見学しに 

行こう～」 １９名 

小櫃駅から久留里線に乗車し、久留里駅で降車（帰路は逆行程）。上総分署へ徒 

歩で移動し、施設や訓練の様子を見学。その後上総公民館に移動し昼食。 

・６回目 １１月８日（金） 「年末大掃除に向けて！お片付けもうまくいく、モノとの向 

き合い方」 ６名 

講師：松本佳代さん（収納アドバイザー） 

 

（３）おびつスマイルサロン“いーね” 

・６回目 ９月２０日（金）「災害に備える『防災脳』を活性化」 ２４名 

講師：髙橋瑞恵さん（明治安田生命）  

※回覧を見て初参加された方が１名（独居で家電話のみ）。災害への不安ありと 

のことで、民生委員へお名前や連絡先などをつなげる。 

・７回目 １０月１８日（金）「秋だ！全国歌めぐり」 ２７名 

講師：「スマイルスマイル」さん（地域で慰問活動を行っているグループ）  

・８回目 １１月１５日（金）「聞き間違いはなぜ起こる～難聴と認知症の関係とは～」 

１９名 

講師：関太一郎さん（パナソニック補聴器／㈱フランスベッドから講師派遣） 

 

（４）介護家族のひろば  

・おびつスマイルサロン“いーね”からの派生事業。９月１２日（木）に企画会議を行い 

日程と内容について調整。 

  ・１１月２８日（木）開催予定 

協力：東部地域包括支援センター、生活支援コーディネーター、介護者ネットきみつ 

 

（５）デジタル活用講座  

①９月３日（火）【A コース】 「知っトク！ スマホの便利な使い方 ～メッセージアプ 

リ LIN E を使おう～」 ７名 

講師：ドコモショップ君津店 

②９月２７日（金）【B コース】 「知っトク！スマホの便利な使い方～歩いて貯まるポ 

イントアプリ～」 １２名 

講師：ドコモショップ君津店 

③１０月１５日（火）【C コース】 「スマホでできる！ヘルスケアパスポートであなたの 

健康管理」 ※まちづくりふれあい講座「スマホで健康管理」 ８名 

講師：健康づくり課、TI S 株式会社（アプリ開発会社） 

 

 

２ 
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④１１月１１日（月）【D コース】 「スマホでできる！ インターネットの活用とオンライン 

診療」 １１名 

講師：ドコモショップ君津店 

 

（６）小櫃学「戦跡の地をめぐり、平和を考える」 

・１１月３０日（土） 開催予定 

座学「戦時下の小櫃～昭和１９～２０年を中心に～」 

講師：栗原克榮さん（元高校教諭、木更津市史編纂委員） 

現地見学→B２９墜落地、忠霊塔、B２９搭乗員埋葬地、日露戦争忠魂碑、萬福 

寺、呑龍搭乗員の慰霊石碑というコースを生涯学習バスと徒歩にて移動。 

 

４ 小櫃公民館５０周年記念事業 

・臨時（第９回）理事会９月２５日（水） 

８月いっぱいまで公募していた、小櫃公民館公式マスコットキャラクターおとなの 

部・こどもの部の最優秀作品（各１）・優秀賞（各２）を選出。 

・第１０回理事会１０月１０日（木） 

・第９回全体会議１０月１７日（木） ← 本番前最後の全体会 

 

※式典：「小櫃公民館開館５０周年記念式典」 １０月２６日（土） 前日にリハーサル 

 

※開館５０周年特別企画 記念講演第一弾：  

「世界的パティシエ・菅原智大さん 特別講演会」 １１月２日（土） １５０名 

対談形式の講演会（対談相手は森弘子さん）と飴細工の実演。菅原さんには、４種 

類のケーキ（予備含め１３０個）をご用意いただいたほか、ケーキとは別に、テイクア 

ウト用の焼き菓子８０セットもご用意いただき、ロビーにて販売。焼き菓子販売では 

   青葉高等学校の生徒（２名）がボランティアとして参加。ケーキは先着順の要・予約 

とし、コーヒーとのセットで販売（ただし持ち帰りは不可）。文化祭でカフェを出店し 

た有志が、「カフェおびつ」を出店し、ケーキとのセットでドリップコーヒーを販売。 

このケーキセットを販売する際、上総小櫃中学校の生徒（６名）がボランティアとし 

て参加した。また、この講演会のために１か月前から制作したという飴細工作品 

「時～春夏秋冬～」を輸送していただき、飴細工の実演前にご披露いただいた（現 

在も館内にて展示中）。  

 

※開館５０周年特別企画 記念講演第二弾：  

「教育学博士篠田義明さん 特別講演会」 １１月２３日（祝土） １００名 

生涯学習講演会として生涯学習文化課と共催。また講師の著書が蔵書となっいる 

ことから中央図書館とも連携し、当日は同館２０１会議室をサテライト会場とし、ま 

たオンラインでの中継も行った。 

３ 
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令和６年度上総公民館事業中間報告（９～11 月） 

 

１ コミュニティ活性化事業 

（１）上総公民館だより 

 ・ ９ 月１ ９ 日（ 木） 文化祭特集号の発行 

   第５ ２ 回上総地区文化祭の案内 

  

（２）上総地区文化祭 

 ・ １ ０ 月１ ９ ・ ２ ０ 日（ 土・ 日）  第５ ２ 回上総地区文化祭 

   テーマ「 つながる  ひろ がる  上総の文化」  

   模擬店・ 舞台発表・ 体験・ 展示・ 子ども チャ レ ン ジコ ーナー等 

来場者数 約１ ， ３ ０ ０ 人（ 推計）  

 

２ 青少年教育事業 

（１）君津ふるさとかるた大会上総地区予選 

 ・ １ ０ 月１ ９ 日（ 土） 上総地区文化祭の中で実施 

（ 参加者： １ ２ 名）  

 

（２）久留里・松丘・亀山地区２０歳のつどいの取り組みについて 

   別紙資料にて掲載 

 

３ 課題解決学習推進事業 

（１）高齢者学級（さわやか学級） 

 ・ ９ 月１ ３ 日（ 木） 講座「 健康な体づく り  ～卓球に挑戦～」  

   講師： 卓久留（ 上総公民館定期利用サーク ル）  

（ 参加者： １ ５ 名）  

・ １ ０ 月８ 日（ 火） 講座「 人と 心の豊かなふれあい ～パン 作り 教室～」  

  講師： 岩崎純子氏（ 日々のパン 笑顔あふれる パン 教室『 cocor oN』 ( コ コ ロ ン) ）  

（ 参加者： １ ７ 名）  

 ・ １ １ 月６ 日（ 水） 講座「 健康な体づく り  ～グラ ン ド ゴルフ 体験～」  

     講師： 上総グラ ン ド ゴルフ 愛好会 

（ 参加者： ２ ０ 名）  

 

（２）上総子どもふれあい教室 

 ・ １ １ 月３ ０ 日（ 土） 講座「 パラ スポーツ のボッ チャ を 体験し よ う ！」 を 実施予定 

     講師： 前田佳也氏（ 小糸レ イ ンボーク ラ ブ）   

  （ 参加予定者： １ ６ 名）  

 

 

 

４ 
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（３）地域住民交流教室 

  ・ １ ０ 月３ ０ 日（ 水）「 あなたの街の相談パート ナー 人権擁護委員を ご存じ ですか？」  

  安藤吉克氏、 鳥井みゆき 氏（ 人権擁護委員） 及び秋葉修氏（ 千葉地方法務局木更津

市局総務課長） を お招き し 、 人権擁護委員の活動についてク イ ズやＤ Ｖ Ｄ を 活用し

ながら 分かり やすく お話を いただいた。  

（ 参加者： ８ 名）  

 

（４）家庭教育関連事業（わいわい広場） 

 ・ 第１ 回： １ １ 月２ ６ 日（ 火） 講座「 ヨ ガで心と 体を 整えよ う ＆みんなで話そう ♪」  

会場： 亀山コ ミ ュ ニティ セン タ ー 

  講師： 森 久美氏（ ヨ ガイ ン スタ ラ ク タ ー）  

  協力： 保育協力者 

  （ 参加者： １ ０ 名）  

 

４ 分館事業 

（１）松丘分館事業 

 ○第１９回松丘ふれあいまつり 

  １ １ 月９ 日（ 土）  

  模擬店・ フ リ ーマーケッ ト ・ 舞台発表・ 展示・ ハロ ウィ ン パーティ ー・ モルッ ク 大 

  会・ ト イ ド ロ ーン 体験等 来場者数約 約５ ０ ０ 人（ 推計）  

 ○趣味教養講座「松丘健康講座」（全４回） 

 ＊第１ 回： ９ 月１ ８ 日（ 水）  

テーマ： フ レ イ ル予防について  

講師： 高齢者支援課秋元総括保健師、 安西管理栄養士 

「 健康」 と 「 要介護状態」 の狭間である フ レ イ ルや認知症の症状・ 予防法を 学ぶ。  

（ 参加者２ ０ 名）  

＊第２ 回： １ ０ 月２ ３ 日（ 水）  

 テーマ： 口腔ケアについて 

講師： 健康づく り 課榎本主任歯科衛生士 

口腔機能と 認知症の関係や口腔ケアの仕方等を 学ぶ。  

（ 参加者： １ ９ 名）  

 ＊第３ 回： １ ０ 月３ ０ 日（ 水）  

  テーマ： 子ども と 一緒にスロ ーエアロ ビ ッ ク ！  

講師： 岡部佐和子氏 

  かずさ あけぼの保育園の園児と 一緒にスロ ーエアロ ビ ッ ク を 行う 。  

（ 参加者： ３ １ 名）  

＊第４ 回： １ １ 月２ ２ 日（ 金）  

  テーマ： 認知症と の向き 合い方 

講師： 上総園 東部地域包括支援セン タ ー 室井 直子氏 

     自分が認知症の症状を 自覚し た時の対応や家族が認知症になっ た時の接し 方を 学ぶ。  

（ 参加者： １ ７ 名）  

５ 
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（２）亀山分館事業 

 ○第２１回亀山ふるさとまつり 

  １ ０ 月５ 日（ 土）  

  模擬店・ 舞台発表・ 展示・ 長板中形講座・ 竹かごづく り 体験・ 真空管アン プでお昼

の音楽・ みんなで歌おう ♪・ スリ ッ パ飛ばし 等 来場者数 約４ ０ ０ 人（ 推計）  

 ○趣味教養講座「健康教室」 

 ＊第１回：１ １ 月７ 日（ 木）  

テーマ： 認知症を 知ろ う ＆食事のワン ポイ ン ト  

講師： 君津市高齢者支援課 保健師、 管理栄養士 

誰にも おこ り う る 「 認知症」 について、 予防対策などを 学ぶ。  

（ 参加者： １ ２ 名）  

 ＊第２回：１ １ 月１ ９ 日（ 火）  

テーマ： 呼吸を 整え心と 体を リ フ レ ッ シュ ！ 

講師： 森 久美氏（ ヨ ガイ ン スト ラ ク タ ー）  

ヨ ガで呼吸を 整え、 心と 体の活性化を 図る 。  

（ 参加者： １ ７ 名）  

 

５ その他 

 ・ １ １ 月１ ２ 日（ 火） 君津青葉高等学校と 上総ロ ータ リ ―ク ラ ブ、 ガーデニン グを 楽

し む会、 まち なみ塾と 一緒に上総地域交流セン タ ーの花壇に植栽を 行う 「 花いっ ぱ

い運動」 を 実施。（ 参加者： １ ６ 名）  

６ 
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小櫃地区２０歳のつどいの取り組みについて 

令和６年１１月２７日現在 

１ 実行委員体制・活動状況について 

（１）小櫃地区実行委員会の活動 

現在、新成人４名（すべて女性）で実行委員会を組織し、９月から 1０月まで会議を３回開催。 

初回の会議にて、前年の集いの様子を踏まえながら、実行委員各自の集いへの思いをワーク

ショップ形式で共有。つどいの方向性として以下の点を確認した。 

①参加者それぞれの変化や 20 歳の節目の気持ちをお互い発表する、②仲間と楽しく交流 

・ 実行委員会企画として、一人一言自己紹介の時間を設け、現在の近況や感謝の気持ちや抱

負などを自分の言葉で語る。自己紹介中は、昔の写真をスライドで流す。 

・ 記念品は集合写真を送付する予定。 

 

 

２ 小櫃地区 20 歳のつどいについて 

（１）会場配置 

新成人・来賓・主催者・家族席含め 120 席を想定 

・ 来賓者（市議会議員２名、自治会連絡協議会、小櫃振興会、小櫃の元気なこどもを育てる会、 

社会教育委員、公民館運営審議会委員４名、君津市消防団２名、青少年相談員、 

新成人恩師６名） 計１９名 

・ 保護者：人数制限なし 

 

（２）内容について 

流れ：①開会の言葉 

②国歌斉唱（ピアノ演奏は新成人） 

③市長挨拶 

④来賓祝辞  

⑤来賓及び主催者紹介 

⑥祝電披露 

⑦新成人企画「私たちが新成人です！」（全員から一言ずつ） 

⑧恩師からのメッセージ（小学校時代恩師 2 名、中学校時代恩師 1 名） 

⑨実行委員長よりお礼の言葉 

⑩閉会の言葉 

  ＊閉会後、集合写真撮影 

７ 
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久留里・松丘・亀山地区２０歳のつどいの取り組みについて 

令和６年１１月２７日現在 

 

１ 久留里地区２０歳のつどい 

（１）久留里地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える５ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ６ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ １

月２ ９ 日に２ 回目、 １ ２ 月中に３ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画と し て、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行を予定。また、つどい当日には、２ ０ 歳を迎える方が

1 人ずつ描く 夢、 思い、 抱負を語る「 ２ ０ 歳のメ ッ セージ」 企画を実施する。  

 

（２）内容等 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席について、 座席数は現在調整中 

・ 来賓者（ 県議会議員１ 名、 市議会議員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 公民館運営審議会委

員２ 名、 青少年相談員 1 名、 恩師複数名）  

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏   ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介、 抱負    ・ 恩師から のお祝いの言葉 

・ 閉会の言葉 

 

２ 松丘地区２０歳のつどい 

（１）松丘地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える２ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ６ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ １

月２ ４ 日に２ 回目、 １ ２ 月中に３ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画と し て、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行、保護者へのプレゼント 企画を予定。また、つどい当

日には２ ０ 歳を迎える方が１ 人ずつ描く 夢、思い、 抱負を語る「 ２ ０ 歳のメ ッ セージ」 企画を実施

する。  

 

（２）主な内容 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席含め５ ０ 席を想定 

・ 来賓者（ 市議会議員２ 名、 社会教育委員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 松丘地区コ ミ ュ ニ

ティ 活動推進委員会会長１ 名、公民館運営審議会委員１ 名、青少年相談員１ 名、恩師複数名）  

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏   ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介、 抱負    ・ 保護者へのプレゼント 企画 

・ 恩師から のお祝いの言葉       ・ 閉会の言葉 

 

８ 
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３ 亀山地区２０歳のつどい 

（１）亀山地区実行委員会の活動 

・ ２ ０ 歳を迎える５ 名で実行委員会を 組織し た。 １ ０ 月２ ７ 日に１ 回目の実行委員会を 開催、 １ ２

月７ 日に２ 回目の実行委員会を予定し ている。  

・ 実行委員会の企画内容は、 ２ ０ 歳になっ た抱負、 来賓や恩師の方には２ ０ 歳を迎える 方々に向け

たメ ッ セージをまと めたメ ッ セージ集の発行、保護者へのプレゼント 企画を予定。また、つどい当

日には２ ０ 歳を迎える方が１ 人ずつ描く 夢、 思い、 抱負を語る「 ２ ０ 歳のメ ッ セージ」 企画を実施

する。  

 

（２）主な内容 

○会場配置 

２ ０ 歳を迎える人・ 来賓・ 主催者・ 家族席含め５ ０ 席を想定 

・ 来賓者（ 市議会議員１ 名、 自治会連絡協議会会長１ 名、 公民館運営審議会委員１ 名、 青少年相

談員１ 名、 恩師１ ２ 名）  計１ ６ 名 

○主な内容 

・開会の言葉 ・ 国歌・ 市民歌演奏 ・ 市長挨拶 ・ 来賓祝辞 ・ 来賓及び主催者紹介 

・ 祝電披露  ・ ２ ０ 歳の方の自己紹介と 抱負  ・ 保護者へのプレゼント 企画 

・ 恩師から のお祝いの言葉  ・ 閉会の言葉 

 

９ 
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令和５・６年度審議テーマ 

「地域活性の拠点としての公民館運営・事業のあり方について」

（意見書）※第３回小櫃・上総地区公民館運営審議会での提示案） 

 

１ はじめに 

近年の人口減少と 高齢化の影響から 、今後、自治体や地域の再編が進んでいく

なか、 政府から は「 小さ な拠点」 ※１ と「 地域運営組織」 ※２ のキーワード が出

さ れています。こ れを 受け、 君津市においても 、 令和４ 年度から 実施し ている君

津市総合計画に「 拠点づく り 」 が掲げら れ、 小櫃・ 上総地区の方向性と し て「 小

櫃駅周辺の拠点機能の充実」「 JR久留里線と 国道４ １ ０ 号バイ パスの整備を 生か

し た拠点機能の充実」 などが列記さ れています。市制施行５ ０ 年が経過するなか

でも 色濃く 残る地域性と 、災害時に備えた危機管理体制の強化等から も 、地域の

拠点形成への期待がこ れまで以上に高まっ ています。  

少子高齢化、 グローバル化、 ポスト コ ロナ等の社会変化のなかで、 今後、 公民

館等再整備やまちづく り 協議会の設立が進めら れていく にあたり 、公民館が「 小

さ な拠点」 形成のための中核的役割と し て、特に地域住民による課題解決と 地域

活性化に向けて、 どのよう な運営や事業を 展開し ていく かが問われています。  

今期（ 令和５ 年度～６ 年度） の小櫃・ 上総地区公民館運営審議会では、 小櫃・

久留里・ 松丘・ 亀山それぞれの地域が抱える課題を 捉え、 住民による課題解決を

目指すためにはどのよう な取り 組みが必要か、また、地域が活性化し ていく 拠点

と し ての公民館と はどう あるべき かについて議論し てき まし た。  

以上を踏まえ、地域活性の拠点と し ての公民館運営・ 事業のあり 方について、

次のと おり 意見具申いたし ます。  

 

 

２ 小櫃・上総地区の現状と先進事例 

 令和５ 年度から ６ 年度にかけて、 計７ 回にわたる会議と 地区別協議等を行

い、 地域の現状把握と 課題を 共有し まし た。  

小櫃公民館から は、 小櫃公民館等再整備ワーク ショ ッ プでの資料を も と に、

誰も が使いやすい、 立ち寄り やすい「 用がなく ても 立ち寄れる公民館」 づく り

の視点が挙げら れまし た。 また、 既存の事業の学びのなかから 要望に応えて新

規事業が派生し 、 事業間の関連づけが生まれてき ていると の現状報告も あり ま
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し た。  

上総公民館から は、 独自のアンケート 調査（ 上総公民館のあり 方アンケート

調査） を 実施し た結果の報告を 受けまし た。 主催事業についてはニーズを踏ま

えながら 、 今後より 一層の充実に取り 組む必要があると の考察のも と 、 高齢者

から のニーズが高い健康学習、 趣味、 高齢者福祉に関する内容の精査に加え

て、 地域活性・ まちづく り への期待も 高く 、 今後の調査研究課題であると 報告

があり まし た。  

 全国の先進事例では、 宮城県白石市斎川公民館の取り 組み「 住

民主体の地域づく り 」 ※３ と 白石市の地域づく り 施策について、

佐々木さ つき 氏（ 白石市まちづく り 推進課、 前生涯学習課） に報

告をいただき まし た。 地域存続の危機感を 共有し た住民たちによ

る様々な地域づく り の取り 組みは、 本審議テーマに照ら し て、 示

唆に富む内容でし た（ ※詳細は右側Ｑ Ｒ より 参照） 。  

 

 

３ モデル事業の展開 

 令和５ 年度第４ 回公民館運営審議会において、 両公民館から モデル事業につ

いて提案を 受けまし た。 その後、 地区別協議を 行い、 こ こ での意見を 踏まえた

上で、 令和６ 年度にモデル事業の実施に至り まし た。  

 

（ １ ） 小櫃公民館事業①「 ふら っ と ホーム事業」  

小櫃公民館の再整備計画にかかるアンケート

や、 ワーク ショ ッ プで多く の要望があっ た「 用

事がなく ても 憩い・ く つろ げる環境の整備」 を

受けて、 「 ちょ ボラ の会」 による小櫃公民館の

「 快善」 計画と その展開。  

＊ ちょ ボラ の会（ ロビーに図書コ ーナーを 設

置、 ふら っ と カ フ ェ 設置、 ORAGA I CHI の企画

及びチャ リ ティ ーバザーの実施 等）  

 

（ ２ ） 小櫃公民館事業②「 いき いき シニアプロジェ ク ト 」  

高齢化の進展や認知症介護の問題に対し 、 ほほえみ学級と おびつスマイ ルサ

ロンいーね、 介護家族のひろ ばの３ つの事業の一体的な展開により 、 高齢期に

あっ ても 当事者やそのご家族が、 いき いき と 地域で過ごすための学びと つなが

り づく り を進める。  

＊ ほほえみ学級： アク ティ ブシニア向けの通年学習 

白石市斎川公民館

の取り組み 

ちょボラの会と審議委員の懇談会 
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＊ スマイ ルサロン“ いーね” ： 小櫃地区社会福祉協議会と の共催による高齢

者向けサロン、 申し 込み不要（ 運営委員は地区社協、 生活支援コ ーディ ネ

ータ ー、 民生委員、 日赤）  

→ほほえみ学級と スマイ ルサロンの合同

開催による交流（ 落語寄席）  

＊ 介護家族のひろ ば： スマイ ルサロンから

派生し た認知症介護者同士のピア・ カ ウ

ンセリ ングの場（ 企画会議： 生活支援コ

ーディ ネータ ー、 君津市東部地域包括支

援センタ ー）  

 

（ ３ ） 上総公民館事業「 みんなイ キイ キ！食の健康教室―高血圧撲滅編―」  

アンケート 調査結果を 踏まえ「 健康学習」 を テーマと し て設定。 「 健康と

食」 に着目し て、 全世代の方を 対象に、 健康、 食、 調理関係の学習を 行い、 健

康意識の向上、 健康寿命の延伸、 地域住民の

交流、 世代間交流、 親子交流などの活性化を

図る取り 組み。  

＊ 成人向け「 高血圧改善で健康寿命延伸～

孫や子と 一緒に料理教室！～」  

1回目は座学（ 高齢者支援課と 連携） 、 2

回目は調理実習（ 君津市食生活改善推進

員と 連携）  

＊ 中高生向け「 高血圧を 未然に防ぐ 食習慣を 身に着けよう ！」 （ 君津青葉高

等学校と 連携）  

 

 

４ 地域活性の拠点としての公民館運営・事業について 

モデル事業の評価結果及び審議結果を踏まえて、今後の「 地域活性の拠点と し

ての公民館運営・ 事業のあり 方」 について、 以下のよう に意見いたし ます。  

 

（ １ ） 公民館運営のあり 方 

①多様な年代が「つどう」場づくりと運営に「かかわる」仕掛けづくり 

 一つ目は、 様々な年代が公民館に足を 運ぶ場づく り が必要である と いう こ と

です。 こ れは、「 小櫃地区公民館再整備に関するアンケート 」 及び「 上総公民館

のあり 方に関するアンケート 」 の結果から 明ら かになっ たこ と で、公民館を 普段

から 利用し ている層に比べて、 ほと んど利用し ていない層（ 割合、 年齢層） が多

ほほえみ学級とスマイルサロン合同開催 

食の健康教室（座学編） 
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いと いう 現実面での課題です。  

現在利用の多い高齢者にと っ ては、移動手段の問題は残さ れているも のの、出

かける機会を つく るこ と で、孤立を 防ぎ、認知症予防も 期待でき ます。 長い高齢

期をいかに健康的に暮ら し ていく かにおいて、 社会参加※４ は重要です。「 いき

いき シニアプロジェ ク ト 」 のよう に、体調面に応じ て本人が参加の機会・ 参加ス

タ イ ルを 選ぶこ と ができ ると 共に、介護家族のケアも 広げていく こ と で、高齢期

を 安心し て地域で過ごすこ と ができ る 体制を つく っ ていく こ と は、 今後ますま

す重要になっ てき ます。  

一方、 利用の少ない青年期から 壮年期の利用に関し ては、「 食の健康教室」 に

も あるよう に、子ども や孫と 一緒に参加する機会の創出によっ て、家族と し ての

利用の期待が持てます。若い世代の利用を 増やし ていく 難し さ はあるも のの、ス

マート フ ォ ンやSNSでは実感でき ない直接体験やイ ベント （ 公民館の文化祭） の

企画など、その年代の生活実態を 調べた上で、興味関心の高い事業を 模索し てい

く こ と が必要です。また、イ ベント や講座以外でも 、放課後や休日のホール等の

開放や児童室、ロビー等フ リ ースペースの活用、授乳スペースなどの設置など、

「 行き たい」 「 また来たい」 と 思える雰囲気づく り ・ 環境整備と 宣伝活動によっ

て、子ども や若い世代のと き から 公民館を 利用する習慣をつく るよう な、長期的

な展望にたつ仕掛けが必要です。  

新たな仕掛けや環境整備を 模索するにあたっ ては、学生・ 若者だけで意見交換

を する場を 設けたり 、「 ちょ ボラ の会」 のよう に、 共につく り ながら 関わる楽し

さ 、形づく る楽し さ を感じ ながら 活動でき る工夫を 施すなど、従来の手法にと ら

われずに取り 組んでも ら いたいです。  

こ のよう な空間づく り やイ ベン ト 等を 利用者自身が企画し 、 準備や運営を 通

し て得ら れた気づき は学びに繋がり 、楽し さ と 達成感が得ら れます。公民館職員

には、柔軟な視点を 持つと 共に、それら の活動を 励まし 支えていく 役割を 期待し

ます。  

なお、こ の住民自身の手で公民館を 運営し ていく 考え方は、決し て新し いも の

ではあり ません。 戦後初期に寺中作雄（ 当時文部省社会教育課長） によっ て構想

さ れた公民館は、「 公民館の運営を 担当する者は全町村民である」 と し 、 公民館

委員会※５ が提案さ れていまし た。も ちろ ん、そこ にあるよう な地区住民全員に

よる運営は現在の実状と 乖離があり ます。し かし 、加齢と 共にラ イ フ スタ イ ルが

変化するなかでも 、いつでも 多様に公民館に関わる・ 参加する機会がいく つも 用

意さ れている、 開かれているこ と は必要です。  

こ う いっ た活動の間口を 広げていく と 共に、 活動の成果や活用方法を あら ゆ

る方法でＰ Ｒ し ていく こ と で、「 公民館（ 分館含む） は誰が来ても いい」 と いう

認識を 広げても ら いたいです。  
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②関係者が「つながる」仕掛けと広がり 

 二つ目は、 課題やテーマに関する関係者を 把握し 、つなげ、 広げていく こ と が

重要であると いう こ と です。  

「 公民館は…一定区域内の住民のために、 実際生活に即する …各種の事業を

行い、 …住民の教養の向上、 健康の増進、 情操の純化を図り 、 生活文化の振興、

社会福祉の増進に寄与するこ と を目的」（ 社会教育法２ ０ 条）と し ているよう に、

地域の状況と 実際生活に即し た運営を し ていく ためにも 、 地域の関係者を 把握

し 、 いかにつながり をつく っ ていく かが重要になり ます。  

 少子高齢化、 コ ミ ュ ニティ の希薄化、 子ども の貧困化、 認知症介護、 空き 家問

題、 農業・ 商工業の後継者問題、 デジタ ルデバイ ド 、 地球温暖化、 防災・ 減災、

地域医療、公共交通、 特殊詐欺等々、 社会全体が抱える問題や課題は山積し てい

ます。公民館単独では解決でき ない課題であっ ても 、関係者同士が互いの情報を

共有し ていく こ と で、「 問題の本質は何か」「 いま何に向けた学びの場が必要か」

「 どのよう なアプローチが望まし いか」 などが浮き 彫り になっ ていき ます。その

結果、関係者が講師と なる場合も あれば、参加者や運営協力者と なる場合も ある

でし ょ う 。 さ ら に新たな関係者と つながり が生まれる可能性も あり ます。  

そのため、公民館はいかに関係者を 広げていく かが重要であり 、特に現在関わ

り の薄い「 子ども・ 若者世代」 に関わっ ても ら う 仕掛け※６ について取り 組んで

も ら いたいです。  

 

③「たのしむ」なかで気づき、深まる「まなび」を生み出し、暮らしを拓く 

三つ目は、 公民館運営において、 参加する・ 関わる者の「 たのし さ 」 に着目す

ると いう こ と です。  

今回、 モデル事業の評価指標では、 AARサイ ク ル（ 見通し ： Ant i ci pat i on→行

動： Act i on→振り 返り ： Ref l ect i on） ※７ を用いまし た。AARサイ ク ルと は、OECD

のEducat i on２ ０ ３ ０ プロジェ ク ト で提唱

さ れている「 学習者が継続的に思考を 改善

し たり 、意図的かつ責任ある形で行動する

こ と ができ るよう な反復的なプロセス」 で

す。 PDCAサイ ク ルと も 似た概念ですが、 主

に組織や集団のマネジメ ン ト を 行う サイ

ク ルがPDCAである のに対し て、 AARサイ ク

ルは一人ひと り の学習サイ ク ルです。  

今後の公民館運営においては、従来から

取り 組んでいる団体・ 組織と の連携も 大事

にし ながら 、 関わる「 個人」 に注目し 、 学

⾒通し

•Anticipation

⾏動

•Action

振り返り

•Reflection
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習プロセスと 事業運営のサイ ク ルを 重ね合わせていく こ と で、 楽し みながら ま

ずは挑戦し 、 修正と 改善を繰り 返し ていき 、 さ ら なる醍醐味・ 面白味を 発見し て

いく 、こ のサイ ク ルを回し ていく こ と が、こ れから の公民館運営の視点になるの

ではないでし ょ う か。 自由な参加意思を 基本と する 公民館での活動において、

「 たのし さ 」 は動機づけと し て重要な要素と なり ます。  

一方、 個々人の「 たのし さ 」 の課題面に関し ていえば、 宮城県白石市斎川公民

館の事例「 こ ろ 柿づく り 体験教室」 のよう に、 一過性のイ ベント によっ て多く の

人が集い、 確かに一時的な地域活力は生まれるも のの、「 住民が日常生活の中で

抱えている不安や課題を 解決するこ と はでき ない」 と いう 問題点があり ます。そ

こ には、「 たのし さ 」 だけでない生活や地域課題に対する困難や悩みが横たわっ

ています。 こ れら の現実は、 社会の構造的な問題に起因し ているこ と も 多く 、そ

れにより 対立や分断を 生じ さ せています。  

その課題を 解決するアプローチと し て、 対話による気づき と「 まなび」 が重要

です。  

政府が自治体を 通じ て進めている「 小さ な拠点」 形成において、 今後、「 住民

主体の地域づく り 」（ 課題解決、地域の活性化）が重要なキーワード と なり ます。

ただし 、「 住民」 と 一言でいっ ても 職住分離の生活スタ イ ルが主流と なっ て久し

い現代社会では、生活実態や生育背景は一人ひと り 異なり ます。そのため対話を

通し て、共通する課題を 探っ ていく こ と が、変化の激し い時代においてニーズを

つかむ方法と し て望まし いのではないでし ょ う か。 こ のよう に住民それぞれの

違いを 受け止め、 分断や対立、 課題を乗り 越える過程にこ そ学びがあり ます。  

 

（ ２ ） 公民館事業のあり 方 

次に、「 住民主体の地域づく り 」 に向けて、 具体的な公民館事業のあり 方につ

いて、 AARサイ ク ルに基づいて以下のよう に整理し まし た。  

①見通し・計画（Anticipation） 

事業の目的や課題を設定する際には、アンケート 調査やワーク ショ ッ プ、利用

者の声など、日頃から 地域住民の生活実態を 調べ、地域の特性やニーズを 把握す

るこ と が肝要です。  

事業を企画する際には、公民館が関係する人・ 団体・ 機関についてアンテナを

高く し て情報をつかみ、打合せ会議や実行委員会、運営会議など名称や位置づけ

は様々ですが、 関係者同士のつながり を つく り ながら 一緒に対話と 検討を 丁寧

に重ねていき ながら 、それぞれの強みを活かし た役割分担を し てく ださ い。時に

は、「 介護家族のひろ ば」 のよう に当事者にも 企画検討の際に同席し ても ら い、

必要な内容や配慮すべき 事項を 組み入れていく こ と も 必要になり ます。  

こ のよう なつながり づく り そのも のが、関係団体の機能を 活性化し 、関係構築
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が図ら れるこ と で地域活性の土壌と なり ます。また、こ の公民館運営審議会も 、

公民館職員と 様々な立場の審議委員が事業や運営等について意見を 交わす場で

あると 考えています。  

対象者と 開催日の設定は、密接に関係し ています。高齢者の場合には夜間の参

加は運転等の危険から 難し い反面、働いている人にと っ ては、昼間より も 夜間の

方が参加し やすいと いう ケースも あり ます。 また、 あまり に参加条件が厳し い

（ 例： 連続参加が必須、 親子連れ必須） と 、 せっ かく 良い内容であっ ても 参加が

難し く なっ てし まいます。 対象者のラ イ フ スタ イ ルに合っ た開催日時の設定や

参加のハード ルを 下げていく 方向での検討をお願いし ます。  

周知方法については、まだまだ広報が行き 届いている状況にはあり ません。従

来の回覧だけでなく 、時代や世代に応じ た様々な方法を 模索し ていく と 共に、口

コ ミ や、 関係者を通じ た直接の情報伝達を 進めら れるよう に工夫し てく ださ い。 

また、「 ほほえみ学級と おびつスマイ ルサロンいーねの合同開催」 のよう に、

既存の取り 組み同士で開催するこ と で、新たな人脈が生まれ、周知と 人の交流が

誘起さ れますので、 様々なコ ラ ボ企画なども 良いかと 思います。  

 

②実施内容（Action） 

内容については、 設定し た課題や事業目的に対し て達成さ れる 内容になっ て

いるかが重要です。目的や対象者に応じ た「 たのし さ 」 と「 まなび」 のバラ ンス、

イ ンプッ ト （ 座学） と アウト プッ ト （ 実習・ 意見交流・ ワーク ショ ッ プ） のバラ

ンス、「 まなび」 の深まり や活動の広がり （ フ ィ ールド ワーク ） と いっ た展開な

ど、様々なアプローチを 用いながら 課題にせまり 、事業目的を 達成し ていく よう

な内容を 期待し ます。 学習者・ 参加者の反応（ アンケート や意見） によっ ては、

予定し ていた内容を 修正し 、 より 効果的な内容に変えていく 柔軟性も 必要では

ないかと 思います。  

講師の選定では、 取り 上げるテーマや内容に基づく 専門家や関係者が望まし

いのはいう までも あり ません。参加者の人数規模や活動内容によっ ては、講師単

独ではなく 、複数体制で、メ イ ンの解説と 学習補助など役割分担を し ていく こ と

で学習者の理解を 深める効果があり ます。加えて、事前に打ち合わせを 行う なか

で、テーマ設定の意図や課題、学習者のニーズ等を公民館と 共通理解を 持つこ と

で、学習者も 講師も 互いに学び合う「 相互学習」 の関係性を 築いていく こ と が大

切です。  

事業実施の際の協力者と し ては、 企画段階でつながり を も っ た関係者がその

まま協力者と なる ケースが多いと 思います。 企画の立案段階から 関係者と つな

がり を も つこ と で共通認識が図ら れ、周知協力、実施協力など、様々な関わり へ

と 発展し ていく こ と が期待でき ます。 おびつスマイ ルサロ ンいーねや介護家族
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のひろ ばでは、君津市東部地域包括支援センタ ーと 連携をと っ ていますが、こ の

こ と は、 参加者にと っ ても 介護等についてその場で相談でき る メ リ ッ ト があり

ます。  

公民館職員は、学習テーマに対し て地域の人・ 産業と いかに関わっ ても ら う か

に注力し ていく こ と で、広がり をつく り 、さ ら にそれを 継続し ていく こ と を期待

し ます。  

 

③振り返り（Reflection） 

事業を行う こ と は目的ではなく 、課題解決や住民が交流を 図る手段であり 、そ

の後どのよう なも のが生まれるかまで意識し て行っ ていく こ と が大切です。  

まずは、 事業を 実施し たこ と で、 当初設定し た課題にどの程度せまれたか、参

加者の事後アンケート や意見、講師・ 関係者から の意見をも と に、 冷静かつ客観

的な分析が必要になり ます。 公民館運営審議会における 事業報告等も その機会

の一つと 思われます。  

次に、学習や活動によっ て、テーマの深掘り や新たな活動への展開につながっ

たかの検証も 重要です。 例えば、介護家族のひろ ばでは、 介護問題から 男性の家

事スキルの向上、老々介護問題、金銭的負担等の問題へと テーマが広がっ ていき

まし た。新たな活動展開でいえば、趣味教養講座などから サーク ル発足への流れ

や、 おびつスマイ ルサロン いーねから 派生し て介護家族のひろ ばが新規事業と

し て開設さ れるなど、 様々な例が挙げら れます。  

テーマや活動の継続性も 重要です。今回、食の健康教室の実施について、 事業

の認知度を 上げていく こ と や、 健康づく り がいかにし て地域活性につながっ て

いく のかを地域住民の共通認識と し ていく には、一定期間、活動の継続が必要に

なり ます。  

こ れら の振り 返り のなかから 、 次への見通し ・ 計画（ Ant i ci pat i on） へと つな

げていき 、活動の蓄積と 新たな展開と いう サイ ク ルを 回し ていく こ と が、こ れか

ら の公民館事業のあり 方と し て求めら れます。  

 

 

５ おわりに 

公民館が、 公民館運営の一端を「 たのし み」 ながら 関わっ ていく 担い手を 増や

し ていき 、関係者と 広く 手を結び、多様な地域住民が繋がっ ていく 仕掛けや学習

環境づく り を し ていく こ と によっ て、 地域活性の拠点の一つと なっ ていき ます。 

今後、「 住民主体の地域づく り 」 を展開し ていく ためにも 、 公民館は地域のハ

ード 的・ ソ フ ト 的拠点と し て、地域ごと に異なる課題( 地域的課題、 生活課題) に

応じ た学習や活動に積極的に取り 組み、 地域住民が学びの客体（ 受動的） から 主
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体（ 能動的） へ転換し ていく 働き かけや仕掛けが重要と なり ます。  

住民一人ひと り が「 かかわり 」 、「 たのし める」 ために公民館が果たす役割は

今後さ ら に大き く なるも のと 考えています。  

 

【 注釈】  

※ １  「 小さ な拠点」 と は、「 小学校区など、 複数の集落が散在する地域（ 集落生活圏） において、 商店、 診療所

などの日常生活に不可欠な施設・ 機能や地域活動を行う 場所を集約・ 確保し 、 周辺集落と コ ミ ュ ニティ バス等

の交通ネッ ト ワーク で結ぶこ と で、人々が集い、交流する機会が広がっ ていく 、集落地域の再生を目指す取組」

（ 内閣府 HP）  

※ ２  「 地域運営組織」 と は、「 地域の生活や暮ら し を守るため、 地域で暮ら す人々が中心と なっ て形成さ れ、 地

域内の様々な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の指針に基づき 、地域課題の解決に向けた取組を

持続的に実践する組織」（ 内閣府 HP）  

※ ３  白石市斎川公民館は第 72 回（ 令和元年度） 優良公民館表彰（ 文部科学省） で最優秀館を受賞。 小中学校の

廃校が相次ぎ高まっ た住民の地域存続への危機感の高まり から 、 こ ろ 柿体験教室、 き ら り 斎川笑アッ プ塾（ 住

民主体の地域づく り に向けた学習会）、 中学生以上全住民アンケート 調査、 若者会議、 LI NE の利用と 高齢者向

けＬ Ｉ Ｎ Ｅ 講習会、 中堅世代会議、 行事・ 会議・ 組織の棚卸し 、 地域円卓会議、 移送支援実験を実施。 公民館

講座では、 さ いかわ宝も のＭＡ Ｐ づく り と 斎川楽し み隊が発足し た。  

※ ４  「 静岡県高齢者コ ホート 研究」（ 平成 24 年） により 、 運動、 栄養、 社会参加の 3 要素が健康長寿の要因で

あるこ と が分かっ ている。 3 要素なし に比べて 3 要素あり の人は死亡率 51％減と いう 結果。  

※ ５  「 公民館事業の運営者と し ては公民館管理者と し ての町村長、 運営主体と し ての公民館委員会、 事業執行

者と し ての公民館長及び公民館職員が之に当たるも のであり 、要するに町村民の全部が此の運営に参加するも

のと 謂っ ても よい。」（「 六 公民館は誰が運営するか」『 公民館の建設』 昭和 21 年）  

※ ６  宮城県白石市斎川公民館では、 若者会議【 中学生から 29 歳以下】 の対話型ワーク ショ ッ プの開催を開催

し ているが、 こ こ には年長者の立ち入り は禁止と なっ ている。 こ こ で出さ れた意見と し て、 広報や回覧より も

LI NE を利用し ている若者が圧倒的に多いこ と から 、 行事の案内を紙面だけでなく LI NE も 増やし た。 また、「 手

伝いは具体的に言っ てほし い」 と の意見を踏まえグループ LI NE で若者と つながり 行事ごと の参加協力要請を

行っ ている。 さ ら に、 高齢者を対象と し た LI NE 講習会では若者が先生役と なっ て関わり をも つ活動が展開さ

れている。  

※ ７  「 見通し ・ 行動・ 振り 返り ( AAR) サイ ク ルは学習者が継続的に自ら の思考を改善し 、 集団のウェ ルビーイ ン

グに向かっ て意図的に、 また責任を持っ て行動するための反復的な学習プロセスです（ concept  not e on t he 

Ant i ci pat i on-Act i on-Ref l ect i on cycl e を参照）。 計画を立てるこ と 、 経験、 そし て振り 返り を繰り 返すこ と

で学習者は理解を深め、 視野を広げます。 AAR サイ ク ルはより 良い未来の創造に向けた変革を起こ すコ ンピテ

ンシーを育成する触媒です： より 良い未来の創造に向けた変革を起こ すコ ンピテンシーは、 学習者が状況に適

応し 、 振り 返り 、 必要な行動を起こ し 、 継続し て自分の考えを改善し ていく 力に依拠し ています。」（「 OECD ラ

ーニング・ コ ンパス（ 学びの羅針盤） 2030」）  


